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静岡県島田市民病院泌尿器科に於ける3年 間

(昭和35年5月 一昭和38年4月)

の尿路結石症の統計的観察
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島田市民病院 外科

宮 崎 豊 基

田 中 衛

犬 飼 昭 夫

     L'OBSERVATION STATISTIQUE SUR L'UROLITHIASE 

      DANS L'HOPITAL DE SHIMADA DU MOIS 1960 AU 

                 MOIS D'AVRIL 1963 

                            Mizuho YAMADA 

                    (Clinique urologique de  I'Hopital de  Shimoda) 

              Toyoki MIYAZAKI,  Mamoru TANAKA et Akio  INUKAI 

                  (Clinique chirurgicale de  l'HbPital de  Shinzada) 

   L'urolithiase dans notre clinique urologique du mois de mai 1960 au  mois de  l'avril 1963 est 
162, et son pourcentage est  18.0% dans tous les malades urologiques. 

   La frequence de l'urolithiase est plus haute dans les mois  d'aoCit, de mai et d'avril ; et 
sur le sexe, le male est 3  fois plus nombreus que la  femelle  ; sur  l'age, la deux decade est 
la plus nombreuse (29.6%), et  la trois decade est seconde (19.1%). 

   Sur la siege des calculs, ceux  ureteriques sont  66.4%, et  renals  sont 33.6%, et sur  la 

grandeur, de petits calculs  moins des grains de riz sont le plus nombreux.

1緒 言

尿路結石症は泌尿器科 の主要な部分 を占め て

お り,こ れ に関す る報告 はおびただ しい数に達

し,統 計的観察 も各大学 などか ら多数報告 され

ている.し か しなが ら,非 大学 病院 よりの報告

4'1T'LU}は少 く
,又,中 部地方の統計5)1")22)は 少

く,静 岡県下の ものは見られていない.著 者等

は11召和35年5月,静 岡県島田市民病院 に泌尿器

科を開設 して以来3力 年 の尿路結石症 について

統計的観察を行つたので藏 に報告する.

皿 成 績及 び考按

1,島 田市は静岡県の中部に位置し,旧 東海道筋,

国鉄東海道線に沿い,大 井川下流の人口6万 余の都市

である,が,本 院は島田市以外に大井川流域の金谷町

(2万2千),本 川根町(7千),中 川根町(1万),川

根町(1万)を も診療圏に有し,10万 余の人口を対象
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第1表 島 田 市 の 気 象

(昭和35年1月 ～12月,島 田一中調査)
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詠
1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平均気温

4L6℃

7:27

11.1

13.27

17.53

21.17

25.5

26。75

23.79

19.04

13.604

8.196

降 水 量

mm

27.8

4.8

104.4

273.95

259.5

307.25

75.75

287.8

209.3

106.85

198.1

115.8

平均気圧

mb

lOl6.146

1016.6

1010.37

1010,89

IOO8.ア6

1004.923

1001.99

1003.08

1010.724

977.173

978 .41

105ア.439

平均湿度

2.3年 間の泌尿器科外来新患数902名 中尿路結石

症患者は162名 で,18.O%の 高率を占めている,一 般

の統計8》によれば北に少く南に多く,3～7%で ある

36.4
% 第2表 尿路結石症新患者数(年 度別)

53.1

62.5

＼.＼讐

63,2

75.15

73.4

79.2

泌尿器科患者
新 患 総 数

尿路結石症新
患 数

(膀 胱 鏡検
査 数)

76.8

昭 和35年
5月

～
36年4月

278

35

12.6%

122

昭 和36年
5月

～
37年4月

292

58

19.9%

115

昭和37年
5月

～
38年4月

332

69

20.8%

134

計

902

162

18.O%

371

79.125

73.56

ア5.592

57.923

註=気 温,気 圧,湿 度とも各日の午前8時30分 現

在観測によるものの平均である.

としている.因 みに島田市の気候の概略を気温,降 水

量,気 圧,湿 度等について見ると第1表 の如くである

(年鑑 「島田」26)による)

が,最 近では各地で本症は増加し,百 分率は高 くな

り,10%を 超 えるもの11}20,2s)27)29)も少 くない.我 々

の臨床の数値はかな り高値であるが,新 らしい統計で

あることの他に,地 方の病院であるため重篤な疾患が

少 く,結 石症が相対的に多 くなる,大 学,大 病院に比

し各科の連繋が密で,他 科からも全べての尿路結石症

が当科に紹介され集つて来ている等の理由から高率で

あるとも云えるが,こ の地方に何等かの因子が在存す

ることをも否定出来ない.

3.初 診の月毎に比較すると,第3表 の如 くで,8

月,5月,4月,9月 が多い.大 城ら20)の報告では6

第3表 尿路結石症 新患数(月 別……各月3年 間の合計)

＼ ＼ 嬰
1月 ・月 ・月 … 月 ・月 … 月 ・月 10月ll月12月 計

泌 尿 器 科 患 者66827795ア5601029281
新 患 総 数

169 55 57 902

尿 路 結 石 症g611202081325i6

新 患 数
12 9 13 162

・攣朧 磐畿1・ …1・321・1範61・31・ ・ 飢 ・ 巴 ・ 17.4 16.4 22.0 18.0

・争響 籠 銚 ・ …81・31・ ・ … 川 … 7.4 5.5 8.0 100

a×b74 .8027.389ア,24259。53327.1865,17LOI,60418.88L96.02
128.76 90.20 176.0

尿 路 結 石 症 の101283211714

多 い 順
6 9 5

L

月,5月,7月,8月,9月 の順 で,暖 い乃 至 暑 い時

期に多い と云 う点で 共 通 して い る ・

4.年 令別 に 見 る と,第4表 の如 く,20才 台(29.6

%)が 多 く,次 いで30才 台(19.LO'e/),40才 台(16.6

%),10才 台(14.2%)の 順 とな つ て お り,一 般 の報

告とほぼ一 致 し てい る.

5,性 別 に関 して は,男 子 が 多 く(74.7%),殊 に
'ド部

尿路結石 は 男 子 のみ に限 られ て い る ・但 し10才 台

に 於 ては 腎石 ・尿管 石 と も女 子 が多 くなつ てい る,

6.結 石 の発生 部 位 は第4表,第5表 に示 す如 く,

尿 管 が最 も多 く(66.4%),次 い で腎(33.6%)で あ

る,一 般 に古 い時 代 の統 計 では 下 部尿 路 結 石が 多 い

が,最 近 の もので は上 部 尿 路結 石 が 多 くなつ て い る.

本 院 はそ の うち尿 管 石が 腎 石 に比 し特に 多 い グル ー プ

7)t2》18}22)23〕に 入 る,尿 管 石 の 部位 は,骨 盤 内が 最 も多

く,次 い で腹 部(第5腰 椎 以 上)で あ る ・ これ も一 般
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第4表 尿路結石症患者の年令と性別

部位

年令

F

腎 腎 ・尿 管 尿管

後 1

壷欝 翻 鷹膀軸1尿道欝 鷺
出後

上部尿路
結石合計

下部
尿路
結石
合計

計
(%)

・-1・ 倭

・一・・倭

21-・ ・ 倭

31-・ ・ 倭

・1-・・{婁

51-・ ・ 屡

61-・ ・ 倭

71-・ ・ 倭

1}・1}・1}・2}・

1}・El4i21}2glレ

1}・2}・1}111}・

2}・}・'3}121}・

1}・}・E}・

ユ}1

π}1

」}・

}・

12

三=三

三==三

2

1

11

21

=三

2

11

1

計
男

女

El2}・(1.・)

1ム}23=1>}・ ・(14.・)

19}・ ・Eill}48(29.・)

2;}28E121}・,(19
.1)

'1}23」21}・ ・(16
.・)

i5}14E1'1}17(1・
.・)

』}・ 三 ヱ}・(・.・)

}}・El}・(3.・)

21

10

3,lil}14::・ ・1i:}2111…21
・
㏄鼎 刎瞬 醜
(29.8%)i(25.3%)

第5表 尿 路 結 石 の 存 在 部 位

腎

46

(33.6%)

右

24

両側

2

左

20

尿 管 1膀 胱

F

91

(66.4%)

右

43

両側

5

左

43

腹 部

(L,よ り上)

31

腸 骨 部

14

骨 盤 内

51

膀胱壁内

11

13

(9,5%)

前 立 腺

2

(L.4%)

尿 道

2

(1.4%)

計137例

(うち多部位に亘るもの)

腎・賭黙 .}ll∵ 欝鶯1器llll遷
備考:1)多 部位に亘るものは両部位に含まれるので百分率の合計は100以 上 となる.

2)*は1個 の石が多部位として表現されている.

3)**は 尿管の部位で多部位として表われるものを含んでいる.
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第6表 尿 路 結 石 の 大 き さ と 数
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腎 尿 管 膀 胱 前立腺 尿 道 計

大

き

さ

欝撫lli罵泓

欝 謹卵触 留1、
以上

;叡

∵

2

1

615

、1

2.

2

2

83

43

33

10

6

数

1個26〕

2・3個61

}48

数 個8

10個 以 上8・

㌦
コ

10、

11
13

0!

、! 2

2 124

14

9

14

第7表 尿路結石症の合併症(通 常見られる水腎症 ・膿腎症,膀 胱炎を除く)

＼ 結石の部位＼_合併症 ～
一

胆 石

先 天 性 巨 大 水 腎

尿 道 狭 窄

腎結核にて反対腎別除後

腎 腫 瘍

尿 管 腫 瘍

膀 胱 腫 瘍

同 側 腎 結 核

反 対 側 腎 結 核

嚢 胞 腎

前 立 腺 肥 大 症

陰 茎 絞 純 切 断

馬 蹄 鉄 腎

低 カ リ ゥ ム 血 症

結 核 性 萎 縮 膀 胱

形 質 細 胞 腫

腎 皮 下 損 傷

偏 麻 痺

計

腎 石

1

3*

1

1*

10

腎 ・尿管石 尿 管 石 膀 胱 石

1*

1*

1

1

L 3*

前立腺創 計

L*

1

1

1

1**

1*

1**

1

2 5 6 1

3

3

4

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

24

29

註:*,**は 夫 々の項 で,同 一症 例 で合 併 症 を多 く有 し てい る もので あ る ・
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の報告と一致するが,骨 盤内の比率が特に高い.多 部

位にわたるものは22例 で,う ち両側性のものは10例 で

ある.

7.主 としてX線 上から結石の大きさ,及 び数を調

べると,腎 の珊瑚樹状結石を除き,上 部尿路結石は小

さいものが多く,特 に尿管石は大豆大以下のものが殆

んどである.膀 胱石ではやや大きいものがある.最 も

大きいものは7cm径 の膀胱結石で,重 量200gmで

あつた.数 について見ると,単 数のものが大部分を占

めるが,複 数結石は,腎 石に多く且つ種々の大ぎさの

石が見られているが,尿 管石では複数石は少く,大 き

第8表
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さに変化が少い.

8.通 常本症に合併して見られる水腎症,膿 腎症,

腎孟炎,腎 孟腎炎,腎 性高血圧,並 びに膀胱炎等を除

いて,本 症に合併した主な疾患は第7表 の如くで,胆

石,先 天性巨大水腎症,尿 道狭窄が多く,同 側 ・他側

腎結核も多い.本 院内科 ・外科に於いて胆石症がかな

り高率であり,本 症に胆石を合併することが少くない

この事実にも照らして,こ の地方には石を生じやすい

何等かの原因があるのかも知れない.

9,尿 路結石症に対して行つた手術は第8表 の如く

で,切 石術が大部分である.尿 管下端の結石に対して

尿路結石症に対して行つた手術

腎 石

腎 別 除 術

腎 切 石 術

腎 孟 切 石 術

腎 ・腎孟切石術

4

2

4

1

尿 管 石

尿 管 切 石 術27

尿管 皮膚移 植術1

経尿道的膀胱内処理11

(診鰭舗蔽髄;)

膀 胱 石

高 位 切 開6

(是鹸轡離膀 需1)

経尿道的膀胱内処理5

随 物露子農 譲1)

尿 道 石

鉗 子 に て 除 去2

は,経 尿道的に膀胱内で尿管口の切開を行い,排 出を

はかつたものが少 くない.

10.本 症にはしぼしば再発が見られるもの であ る

が,結 石の取 り残しを否定し得る再発例は第9表 の右

に示すものであり,来 院までに尿路結石症の既往を有

し,再 発と思われるものは同表左に示す通 りである・

第9表 尿 路 結 石 症 の 再 発 例

尿路結石症の既往を有するもの(4例)

腎 石 例2年 前

尿管石例2年 前

尿管石例1年 半前

膀胱石例10年 前

反対側腎切石術

自 然 排 出

自 然 排 出

膀 胱 砕 石 術

結石除去手術後再発せるもの(6例8回)

尿 管 石 例→1年5カ 月後 反対側尿管石

腎 ・尿管石例→1年5カ 月後 反対側腎石

両側尿管石例→2年 後 一側腎,他 側尿管石

腎 石 例→4カ 月後 反対側腎石

尿 管 石 例一>4カ 月後 反対側尿管石

尿 管 石 例→4カ 月後 反対側腎石→9カ 月後 反対側腎石
→(1年1カ 月後 同側腎石)

11.同 一家族内発生としては,夫(右 腎石)・妻(左

腎石),母(左 腎石)・子(右 尿管→尿道石)の2例 が

あり興味深い.

12.尿 路結石症の統計的観察を行うにあたつて,結

石の成分を明らかにすることが必要であり,特 に,若

しこの地方に尿路結石症が多いと仮定すると,飲 料水

食生活上の習慣等が関連を有し,結 石の成分を調べ

ることが絶対的に必要であるが,こ れに関しては後の

機会にゆずることにする.

皿.結 語

1)昭 和35年5月 よ り昭和38年4月 までの3

年 間の本院泌尿器科 に於け る尿路結石症につい

て統計的観察を行つた.

2)尿 路結石症 は外来泌尿器科患者 の18.0%

に あた る.
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3)20才 台(29.6%),30才 台(19.1%)が

多 く,男 子が多い(74.790/)

4)尿 管 石 が多 く(66.4%),次 いで腎石

(33.6%)が 多 い.

5)結 石 の大 きさは米粒 大以下 の小 さいもの

が多い.

6)そ の他合併症,再 発例,家 族 内発生例,

手術法等についても考察を行つた.

(本稿の一部は昭和37年4月,第50回 日本泌尿器科

学会総会に於いて発表した)

(稿を終えるにあたり,御 指導 ・御校閲をいただい

た恩師稲田務教授に篤く感謝の意を表す)
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